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編 集 後 記

『文藝言語研究』第 75 巻をお届けする。今回も応募数が少なく、発行を心

配したが、何とか 4 篇の論文を掲載することができた。　

前号の編集後記にも書いたように、学位プログラム化や予算削減等の関係

でこれからの紀要の在り方について真剣に考え直さなければならないときで

ある。ただ紀要の将来的な姿がどのようなものになるにせよ、何より重要な

のは、一人でも多くの構成員の方から論文を投稿して頂くという点である。

次号以降の積極的な投稿をお願いする次第である。
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